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	すききらいをせず　たべよう
	９月の給食紹介
	２日（水）～７日（月）食欲アップ週間
	　夏休み明けは食が細くなりがちです。そこで、食欲がなくても食べやすく、配膳もしやすく、食べ慣れた献立を集めました。食べ慣れたメニューは、安心感があり、久しぶりの学校生活のリズムをゆっくり取り戻すことにもつながります。
	９日（水）重陽の節句献立
	古来中国では「奇数＝縁起の良い陽の数」とされていました。奇数の中でも一番大きい9が重なるこの日を「陽が重なる（重陽）」として祝いました。菊の節句とも言われているため、
	給食では菊をイメージして菊花しゅうまいを作ります。

	18日（金）食育の日～インドネシア～
	インドネシアの料理であるナシゴレンの登場です。ナシゴレンは、インドネシアで親しまれているチャーハンのような料理です。食べやすいよう給食風にアレンジして提供します。

	３０日（水）・・・都民の日献立
	　1898年10月1日、東京市が誕生しました。これにちなんで、東京にゆかりのある給食をつくります。「練馬スパゲティ」と、大田区の学校給食で生まれた「たこぺったん」です。「たこぺったん」は、子どもたちの「給食でたこ焼きが食べたい！」という声をきっかけに、栄養士さんが考案したそうです。東京ならではの給食を、味わって食べましょう。



	給食食材の主な産地（7月）


